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自
然
に
手
助
け
を
す
る
こ
と
が
一
番

で
す
。
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認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成

　
厚
生
労
働
省
が
行
っ
て
い
る
「
認

知
症
を
知
り
、
地
域
を
作
る
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
の
一
環
と
し
て
、
市
で
は

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
は
、
何
か

特
別
な
こ
と
を
す
る
人
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、

も
し
身
近
に
認
知
症
の
人
が
い
た
ら
、

そ
っ
と
見
守
り
、
時
に
手
助
け
を
す

る
こ
と
が
主
な
役
割
で
す
。

　
こ
う
し
た
サ
ポ
ー
タ
ー
が
地
域
に

た
く
さ
ん
い
る
こ
と
が
、
認
知
症
の

人
や
そ
の
家
族
に
と
っ
て
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
へ
の
第
一

歩
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
1
～
2
月
に
市
内
7
つ

の
小
学
校
で
、
各
校
の
児
童
を
対
象

　
今
年
も
、
3
月
1
日
か
ら
7
日
ま
で
の
一
週
間
、

『
消
す
ま
で
は
　
出
な
い
行
か
な
い
　
離
れ
な
い
』
を

全
国
統
一
防
災
標
語
と
し
て
、
一
斉
に
春
季
火
災
予
防

運
動
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
　
火
災
が
発
生
し
や

す
い
時
季
を
迎
え
ま

す
の
で
、
火
気
の
取

り
扱
い
に
は
注
意
し

ま
し
ょ
う
。
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主 な 内 容

「
認
知
症
」
を
知
る

　「
認
知
症
」
と
は
、
脳
の
病
気
で
す
。

脳
は
、
人
間
の
あ
ら
ゆ
る
活
動
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
司
令
塔
。
そ

れ
が
う
ま
く
働
か
な
け
れ
ば
、
精
神

活
動
も
身
体
活
動
も
ス
ム
ー
ズ
に
運

ば
な
く
な
り
ま
す
。
認
知
症
と
は
、

い
ろ
い
ろ
な
原
因
で
脳
の
細
胞
が
死

ん
で
し
ま
っ
た
り
、
働
き
が
悪
く

な
っ
た
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
が

起
こ
り
、
生
活
す
る
う
え
で
記
憶
障

害
な
ど
が
出
て
い
る
状
態
（
お
よ
そ

6
カ
月
以
上
継
続
）
を
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
認
知
症
は
「
だ
れ
で
も
発

　
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
中
央

駅
前
地
域
交
流
館
2
号
館
）
は
、
市

民
活
動
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

提
供
や
各
種
相
談
を
行
っ
て
い
る
施

設
で
す
。

　
今
回
、
同
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
。
同
セ
ン

タ
ー
の
情
報
だ
け
で
な
く
、
登
録
団

体
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
市
民
活
動
の

お
役
立
ち
情
報
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■内 
①
当
セ
ン
タ
ー
と
登
録
団
体
の
イ

ベ
ン
ト
・
講
座
情
報
②
施
設
の
予
約

状
況
確
認
③
登
録
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

応
募
な
ど
各
種
書
類
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
④
だ
ん
ご
通
信
（
当
セ
ン
タ
ー
広

報
紙
）
の
閲
覧
・
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
⑤

補
助
金
・
助
成
金
情
報
な
ど
。

症
し
う
る
症
状
」
で
、
現
在
「
進
行

を
遅
ら
せ
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
完

治
す
る
方
法
は
な
い
」
と
さ
れ
ま
す
。

　
認
知
症
の
人
と
接
す
る
時
、
大
切

な
の
は
「
一
番
混
乱
し
、
不
安
な
の

は
本
人
で
あ
る
」
と
い
う
意
識
を
持

つ
こ
と
で
す
。

　
例
え
ば
、
駅
の
改
札
を
通
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
り
、
お
店
で
う
ま

く
支
払
い
が
で
き
な
い
と
い
っ
た
場

合
、
障
が
い
を
補
い
、
さ
り
げ
な
く
、

　
見
ず
知
ら
ず
の
三
人
が
、
見

事
な
連
携
で
、
人
命
救
助
。

　
去
る
2
月
1
日
、
迅
速
で
的

確
な
救
助
活
動
で
人
命
を
救
っ

た
と
し
て
、
印
西
地
区
消
防
組

合
本
部
で
、
杉
山
誠
治
氏
（
大

学
生
・
東
京
都
江
東
区
）、
渡
邉

豊
氏
（
会
社
員
・
木
下
）、
伊
藤

景
氏
（
主
婦
・
木
下
）
の
3
人

の
み
な
さ
ん
に
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
表
彰
は
、
1
月
7

日
・
木
下
で
発
生
し
た
建
物
火

災
で
の
こ
と
。
濃
煙
と
火
炎
が

噴
出
す
る
二
階
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら

母
親
が
必
死
に
差
し
出
し
た
男

児
を
杉
山
さ
ん
が
下
で
受
け
止

め
、
さ
ら
に
渡
邉
さ
ん
と
伊
藤

さ
ん
が
協
力
し
、
安
全
な
場
所

へ
搬
送
し
た
功
績
を
た
た
え
た

も
の
で
す
。

　滝野出張所では、毎週土曜・日
曜日の午前8時30分～午後5
時15分に休日開庁を行い、住民
票などの発行業務を行っていま
すが、3月17日蚊は、千葉県知
事選挙に伴い、投票所として使
用するため、休日開庁が中止に
なります。
　市民のみなさんにはご迷惑を
おかけいたしますが、ご理解く
ださいますようお願いいたしま
す。
■問 市民課住民記録班（緯内線
234・237）、滝野出張所（緯碓80 
8181）。

3月17日蚊は滝野出張所の
休日開庁を中止します

見事な連携で人命救助 三人に感謝状

▲杉山誠治氏▲伊藤景氏▲渡邉豊氏

3月1日～7日

春の火災予防運動

 市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
開
設

胸
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■問 
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
緯
碓48 

4
5
0
0
・
■メール i.sh

ie
n
ce
n
te
r

@
m
in
o
s.o
cn
.n
e
.jp

）。

葛
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
同
講
座
を
開
催
。
そ
の
中
の
一
つ
、

本
埜
第
一
小
で
行
わ
れ
た
講
座
の
中

で
は
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
若
返

り
軍
団
」
の
み
な
さ
ん
が
、
創
作
劇

を
上
演
。
ま
た
、
プ
レ
ー
ゲ
本
埜
の

職
員
が
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
キ
ャ
ラ

バ
ン
メ
イ
ト
と
し
て
、
認
知
症
に
つ

い
て
詳
し
く
説
明
し
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
重
り
入
り
の
ベ

ス
ト
や
ギ
プ
ス
、
特
殊
な
ゴ
ー
グ

ル
・
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
で
、
高
齢
者
の
身

体
機
能
を
再
現
し
た
「
高
齢
者
体
験

モ
デ
ル
」
を
児
童
が
実
際
に
装
着
。

装
着
し
た
児
童
は
「
足
が
重
い
」「
ひ

ざ
が
曲
が
ら
な
い
」
と
、
高
齢
者
の

大
変
さ
を
実
感
し
た
よ
う
で
し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
「
認
知
症

の
人
に
ど
う
接
す
る
か
」
な
ど
討
論
。

そ
れ
ぞ
れ
が
で
き
る
こ
と
を
発
表
し

合
い
、
認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め
ま

し
た
。

※
こ
の
ほ
か
一
般
市
民
向
け
の
講
座

も
実
施
し
て
い
ま
す
。

■問 
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
介
護

福
祉
課
内
・
緯
2
7
4
）。

 平
成
　
年
度
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
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「
認
知
症
」
を
正
し
く
理
解

  家
庭
・
地
域
で
見
守
る
環
境
を
作
る

　
み
な
さ
ん
は
「
認
知
症
」
に
つ
い
て
ど
の
程
度
ご
存
じ
で
す

か
。
ま
た
、
身
近
に
認
知
症
に
な
っ
て
い
る
人
は
い
ま
す
か
。

　
こ
の
症
状
は
、
一
般
的
に
高
齢
者
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
が
、

世
間
で
は
認
知
症
の
人
へ
の
理
解
や
対
応
は
、
ま
だ
ま
だ
整
っ

て
い
ま
せ
ん
。
や
が
て
訪
れ
る
超
高
齢
社
会
を
前
に
、
わ
た
し

た
ち
が
「
認
知
症
」
を
い
か
に
理
解
し
、
見
守
る
環
境
を
作
る

こ
と
が
で
き
る
か
が
、
重
要
で
す
。

葛
高
齢
者
体
験
モ
デ
ル
を
装
着

す
る
本
埜
第
一
小
の
児
童

▲NPO法人「秋桜」の職員による創作劇の様子（左：小林北小にて）
と市民ボランティア「若返り軍団」の劇に見入る本埜第一小児童


